































































































































レ好況も世界経済の好況に対応していた。一方で松下財政下の 1883・84 年の不況は 1882 年の世
界恐慌と連動し、特に横浜港を起点とする貿易の変動は、その影響下にある産業にも打撃を与え








































め、ここではその詳細については概要を記すにとどめたい。1884 年 11 月 1 日、秩父困民党は吉
田町の椋神社に結集し、同日夜には小鹿野町に進撃して小鹿野警察分所を破壊、高利貸し数件を
打ち壊した。翌日、秩父困民党は大宮郷に向かった。その後も各地の戸長役場に乗り込んで人足
の強要と金品を徴収した。11 月 5 日に大宮郷に入った警察隊は、憲兵隊の協力のもとに秩父困
民党参加者の検挙に着手し、事件は終息に向かっていった。この蜂起参加者は 8,000 人から






















務づけられた。たとえば、大宮郷に課せられた人夫は、1 戸当たり 3.7 人で、1 戸当たりの寄付
金額は 9.53 円であった。一方、下吉田村の場合、1 戸当たりの人夫は 16.4 人、1 戸当たりの寄付
金額は 2.90 円であり、沿道 17 ヵ村の中でも大きな開きがあった（5）。これに対して埼玉県令吉田





















































































































































































































町 民 に よ っ て 1969 年 に 創 刊 さ れ た。
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 This paper examines how in pre-modern times in Japan, social participation through cultural activities 
was linked to politics and the economy, following a concept of hobbies connecting people and communities 
（shumi-en）.
 As a result of the analysis of Haiku poetry writings at a shrine at Chichibu, it was clarified that 
economic activity according to networks of people connected by their creative activities of poetry were 
respected as a type of political process in the public arena.
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